
　

弊
社
は
、
創
業
か
ら
51
年
を

迎
え
る
会
社
で
、
採
卵
鶏
の
育い

く

雛す
う

（
卵
か
ら
ふ
化
～
35
日
齢
の
ひ
な
）、

育い
く

成せ
い

（
35
日
齢
～
出
荷
す
る
ま
で

育
て
た
ひ
な
）
の
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
３
年
４
月
に
法
人

化
し
、
現
在
の
「
株
式
会
社　

上

甲
育
雛
場
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
な
の
年
間
の
取
り
扱
い
数
は

１
０
０
万
羽
を
数
え
、
主
に
中
四

国
、
九
州
地
方
に
出
荷
し
て
い
て
、

常
時
30
万
羽
を
施
設
で
育
成
し
て

い
ま
す
。「
鶏
の
ひ
な
」
と
い
う
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
生
き
物
を
取

り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
細
心
の
注

意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
、
特
に

温
度
管
理
と
防
疫
対
策
に
は
神
経

を
使
い
ま
す
。

　

ま
た
、
良
質
な
ひ
な
を
育
て
る

た
め
に
、
育
雛
と
育
成
を
隔
離
し
、

さ
ら
に
ひ
な
の
履
歴
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
で
、
高
い
信
用
を
得
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
飼
料
代
の
高
騰

が
続
い
て
い
て
、
現
在
は
高
止
ま

り
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜

産
業
界
全
体
の
流
れ
で
す
が
、
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、

そ
れ
を
商
品
に
転
嫁
で
き
な
い
た

め
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
冬
に
な
る
と
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
の
ど
こ

か
で
発
生
し
て
い
て
、
油
断
が
で

き
な
い
恐
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

施
設
の
改
修
、
消
毒
と
し
て
の
石

灰
購
入
な
ど
の
防
疫
対
策
費
も
、

負
担
増
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境
下
に

お
か
れ
る
畜
産
業
界
で
す
が
、
業

界
で
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
企
業

に
体
力
を
つ
け
、
ひ
な
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

信
用
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
弊
社
は
大
洲
の
他
に
西

条
、
今
治
に
も
育
成
施
設
を
所
有

し
て
い
て
、
四
国
で
も
業
界
２
位

の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
健
全
経
営
に
努
め
、
事
業

を
拡
大
し
、
地
元
雇
用
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
夢
と
可
能
性
を
持
っ

て
事
業
に
取
り
組
み
、
大
洲
で
頑

張
っ
て
い
る
企
業
の
先
駆
者
と
し

て
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

株式会社 上甲育雛場
～夢と可能性を持って事業に取り組む～

◇所在地　大洲市長谷
◇電　話　24－7165

野　鳥
キンクロハジロ

（金黒羽白）
カモ目カモ科
全長42㎝

　冬や渡りの季節に出会える中型のカモです。ほ
とんど単独で池や川に出没しますが、多い地方で
は数百羽単位で群れを見ることができます。カモ
の種類も 2グループに分けられ、主に草食系は、
頭だけを水中に突っ込んで水草などを食べていま
すが、キンクロハジロなどの肉食系は、絶えず潜
って貝や甲殻類、魚などを食べています。そのた
め浮かんでいても、やや体が沈んで見えます。ま
た草食系の派手な色合いに対して、肉食系は羽の
色を見せるのはあまり効果がないのか、地味な色
をしています。名前の由来は、金は目の色、体の黒、
翼やお腹の白と、見たままの姿で付いたようです
が、先人たちの観察や感性によって与えられた名
前は、意味が深く素晴しいものだと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
塩
しお

屋
や

町
まち

創
そう

成
せい

褒
ほうじょう

状
大洲市指定有形文化財（古文書）
大洲市立博物館蔵

　塩屋町創成褒状は、慶長１０（１６０５）年 ７ 月２８日、
藤堂高

たか

虎
とら

の家臣である田
た

中
なか

林
りん

斎
さい

が塩屋町の町役人
に宛てて出したもので、大洲城下で塩を売買する
町を速やかに設置したことへの称賛とともに、塩
屋町以外での塩の売買を禁止するということを伝
えた書状です。
　塩屋町（現志

し

保
ほ

町
まち

）の町名は、江戸時代には塩
町と呼ばれ、明治以降は志保町と呼ばれるように
なりますが、これは「しお」が「しほ」と訛

なま

った
ことから町名が変化したものと伝えられています。
　この文書は、大洲城下における町人町の創設に
ついて記録された一番古い記録であることや、高
虎に関する文書が少ないことから、貴重な史料で
あると言えます。

　（昭和53年 ３ 月31日指定）

シリーズ
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

坂
本
龍
馬
が
土
佐
藩
の
殻
を
脱
ぎ

捨
て
、
日
本
全
国
に
維
新
の
風
を
巻

き
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
土

佐
藩
脱
藩
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
ま

す
。

　

当
時
、
龍
馬
は
26
歳
。
鎖
国
に
よ

り
、
日
本
独
自
の
文
化
と
時
の
流
れ

を
３
０
０
年
に
わ
た
り
守
っ
て
き
た

江
戸
幕
府
が
、
黒
船
の
到
来
に
よ
り

西
洋
文
明
の
荒
波
に
巻
き
込
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
世
界
の
動
き
が
分
か
る
時
代
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
の
千
葉
道
場
へ

剣
術
の
修
行
に
行
き
、
黒
船
な
ど
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
息
吹
に
触

れ
た
龍
馬
に
は
、
藩
を
中
心
と
す
る

当
時
の
日
本
が
小
さ
く
見
え
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
洲
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
が
今

も
多
く
の
人
の
生
活
に
つ
な
が
り
、

文
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
１
５
０
年
前
の
大
洲
の
歴
史
を

身
近
な
も
の
か
ら
探
し
出
す
一
年
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
戦
争
で

焼
け
野
原
と
な
っ
た
多
く
の
都
市

は
、
60
年
を
少
し
越
え
る
だ
け
の
歴

史
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
肱
川
に

育
ま
れ
た
大
洲
は
戦
災
な
ど
歴
史
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
無
く
、
江
戸
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
の
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
大
洲
の
１
０

０
年
、
２
０
０
年
の
歴
史
を
、
坂
本

龍
馬
の
歩
ん
だ
道
の
り
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
思
い
描
い
て
み

た
い
も
の
で
す
。

「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年
記
念
事
業

★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

　
　
平
成
23
年
度
「
健
康
食
フ
ェ
ア
」

　

地
域
の
人
た
ち
の
健
康
を
考
え
、
健

康
食
を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
23
年
度
「
健
康
食
フ
ェ
ア
」︵
大
洲

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催
︶
が

２
月
２
日︵
木
︶、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

冨
永
裕ひ

ろ

代よ

会
長
は
「
今
年
は
、
地
産
地

消
を
ベ
ー
ス
に
し
た
健
康
食
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
。
本
日
は
、
各
支
部
の
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
︵
食
生
活
改
善
推
進
員
︶

さ
ん
に
大
洲
産
の
白
菜
、
大
根
、
栗
な

ど
を
使
用
し
て
料
理
し
て
も
ら
っ
た
。

よ
く
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で
清
水
市
長

は
「
今
年
建
設
予
定
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
も
、
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
る
。

献
立
か
ら
考
え
、
大
洲
産
で
旬
の
食
材

を
50
％
以
上
は
使
用
し
て
い
き
た
い
。

み
な
さ
ん
に
は
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今

年
は
坂
本
龍
馬
脱
藩
１
５
０
周
年
で
、

市
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
大
洲
に
訪
れ

る
と
思
う
。
大
洲
の
旬
な
も
の
を
食
べ

て
も
ら
い
、
ま
た
来
て
も
ら
え
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
」

と
食
育
の
必
要
性
と
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
各

支
部
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
っ
た

料
理
を
、
一
品
ず
つ
お
皿
に
載
せ
て
い

き
、
試
食
会
や
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。
並
ん
だ
料
理
に
は
、
栗
入
り
炊
き

お
こ
わ
、
し
い
た
け
の
肉
詰
め
焼
き
や

冬
野
菜
の
み
そ
汁
な
ど
が
あ
り
、
健
康

を
意
識
し
た
工
夫
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
健
康
食
フ
ェ
ア
」
は
今
年
で
14
回

目
を
迎
え
、
大
洲
市
で
も
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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まちのわだい

不審者侵入に備えて　～河辺小学校避難訓練・防犯教室～

冬の夜を華麗に彩りました　～鹿野川のイルミネーション～

１／13㈮

　河辺小学校で不審者対応の避難訓練と防犯教室が実施されま
した。訓練は全校体育の時間中、運動場に不審者が侵入したと
いう想定で行われました。教職員は緊急対応マニュアルに従っ
て児童を体育館に避難させ、１１０番通報後に警察官が駆けつけ
るまでの対応など、さすまたを用いた本番さながらの訓練が行
われました。
　その後、防犯教室が行われ、誘拐されない方法や子どもがと
れる安全な行動について学習しました。『いかない』『のらない』
『おおごえをだす』『すぐにげる』『しらせる』という５つの対
処法を「いかのおすし」の合い言葉で教えてもらい、児童にと
っていざという時に役立つ防犯教室となりました。

　本格的な冬のシーズン到来とともに、鹿野川大橋の袂に設置
されるイルミネーションが、今年も冬の夜を華麗に彩り、多く
の人の目と心を癒しました。
　このイルミネーションは、肱川愛あい会のみなさんが約１万
個の電球を組み合わせて設置したものです。その華やかな彩り
は、訪れる多くの人から大変好評です。
　凍えそうな寒さにも関わらず、訪れた人の中には、イルミネ
ーションを背景に記念撮影をする姿も見られました。
　毎年１２月中旬から翌年 １ 月中旬ごろまでイルミネーションを
設置する予定なので、今回見逃した人は、鹿野川大橋の袂まで
足を運んで、この華麗な電飾の世界をぜひご覧ください。

蘇生術を学ぶ参加者

12／11㈰
～1／14㈯

　普段から救命救急法を学習しておこうと、白滝公民館戒川分
館でＡＥＤ講習会が行われました。講習会では、講師の消防署
職員をはじめ、白滝地区と戒川地区の女性消防団員 ８人も参加
しました。
　戒川地区は山間部に位置し、救急車の到着時間が平野部と比
べて遅れることが予想されるため、地元住民の迅速な対応が必
要になります。講習会に参加した住民は、講師の先生から説明
されるＡＥＤの操作方法を真剣に聞いていました。
　総勢23人の参加者は、その後も講習会の終了時間まで操作の確
認を繰り返し行い、万が一に備えて実技に取り組んでいました。

命を守るために素早い措置を　～ＡＥＤ講習会～１／15㈰

きれいに彩られたイルミネーション

本番さながらの不審者対応
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Information

【
対
象
団
体
】

・
原
則
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
団
体

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど

【
要　
　

件
】

①
坂
本
龍
馬
に
関
す
る
事
業
（
龍
馬
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
事
業
を
含
む
。）

②
新
規
ま
た
は
新
規
性
の
あ
る
事
業

※
①
と
②
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

【
補
助
金
額
】

１
事
業
あ
た
り
上
限
50
万
円
以
内

【
対
象
経
費
】

反
省
会
、
慰
労
会
な
ど
の
飲
酒
を
伴
う

飲
食
経
費
を
除
い
た
事
業
経
費

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
㈰
～
４
月
30
日
㈪

【
申
込
方
法
】

　

申
請
用
紙
は
商
工
観
光
課
お
よ
び
各

支
所
地
域
振
興
課
で
用
意
し
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
担
当
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年
記
念
事
業
に
関
連
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
実

施
期
間
中
に
、
大
洲
市
内
で
龍
馬
に
関
係
す
る
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
い
み
な
さ
ん
を
、
大
洲
市
が
協
賛
し
、
補
助
を
し
て
応
援
し
ま
す
。

　
龍
馬
イ
ベ
ン
ト
協
賛
支
援
事
業　
募
集
中
！

【
協
賛
支
援
事
業
（
例
）】

・
龍
馬
絵
画
展

・
龍
馬
そ
っ
く
り
さ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

・
龍
馬
俳
句
大
会　
　
　
　
　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
㉔
１
７
１
７
（
直
通
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
41
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
１
１
（
内
線
２
１
１
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
１
（
内
線
１
３
０
）

　おおず赤煉瓦館では、日頃のご愛顧を感謝し
て、さまざまなイベントを実施します。
　ポコペン横丁では、お菓子まきや恒例となっ
たベイゴマ大会など、お年寄りから子どもま
で、みんなが楽しめるイベントが盛りだくさん
です。
【日　時】 ３ 月１８日㈰　午前１０時～
【場　所】おおず赤煉瓦館・ポコペン横丁
【問い合わせ先】
　商工観光課　☎２４－１７１７（直通）

　キャンドルアートや灯
と う

籠
ろ う

・ちょうちんで、大洲
城周辺を彩ります。今年は２夜連続で開催します。
夜の大洲城を散策して、新たな魅力を感じてくだ
さい。グランドフィナーレは花火も上がりますよ！
【日　時】 ３ 月１７日㈯・１８日㈰
　　　　　午後 ５時～ ９時
【場　所】大洲城本丸周辺
【主　催】オオズ☆ロケット団
【問い合わせ先】
　商工観光課　☎２４－１７１７（直通）

　オオズキャンドルナイト♯３
　　　　　　　～桜舞う大洲城～

　あかれんが感謝祭&ポコペンまつり
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